
法人共通認証基盤（GビズID）について
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◼ GビズIDは、事業者（法人、個人事業主）が1つのアカウントで様々な事業者向け行政手続システムにログイン（認

証）できるサービス。

GビズID（法人共通認証基盤）の概要

ID

ID

ID

手続A

手続B

手続C

これまで

手続A

手続B

手続C

 GビズIDのリリース後 

1つのIDで複数の行政手続に認証(ログイン)できる
これまでは電子証明書や、登記事項証明の写し等バラバラな本人確認手法だったのを共通のログインシステムで標準化

１

マイナンバーカードによる本人確認で手続毎の存在確認書類が不要に
これまでは手続ごとに存在確認書類（登記事項証明書等）を取り寄せていたものが不要に

２

GビズIDプライムでは2要素認証を通じてセキュリティにも配慮
ID/Passwordに加えて、スマホでのアプリによる端末認証を通じて、安全にログインできる環境を実現

３



【現状の利用状況】（2024年12月現在）

• 登録ユーザー数（ＧビズＩＤプライム）119万者 (法人：個人=8：2)

• 年間ログイン数  2200万件（令和５年度）

• 連携システム数 191システム（1５府省庁、11６自治体）

デジタル庁、厚生労働省、経済産業省、
農林水産省、環境省、金融庁、国土交通省等

都道府県：東京都、茨城県、埼玉県、神奈川県、新潟県、大阪府、沖縄県等
市区町村：足立区、さいたま市、大阪市、神戸市等

国

地方

他 日本政策金融公庫、情報処理推進機構等

GビズIDの利活用状況

◼ GビズIDは、2020年の運用開始以来、利用者数および接続先サービス数を順調に増加させており、2024年1２月末時
点でアカウント発行累計数は119万者、接続サービス数は191サービスに達している。

◼ 補助金申請、社会保険手続、その他許認可等のオンライン行政手続サービスへのログインが可能になり、事業者向け行
政手続のオンライン化に寄与。

◼ デジタル庁ホームページにて、利活用状況をまとめたダッシュボード※を公開中（2024年11月8日公開）。

※GビズIDの利用状況に関するダッシュボード（GビズIDの普及状況を確認可能）
 URL：https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/gbiz-id

https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/gbiz-id
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gBizIDプライム

gBizIDメンバー

・審査により法人代表者又は個人事業主であることの審査・確認を行い発行

・組織の従業員用のアカウントとして、
gBizIDプライム/gBizIDアドミンが発行

gBizIDエントリー ・法人代表者の厳格な審査は行わずオンラインで発行

行政手続きの申請時に代行事業者等による代理申請ができる委任機能あり。
委任関係については、委任者企業と受任者企業の gBizID プライムアカウントを指
定して登録。
※受任者企業 gBizID メンバーアカウントは、委任者企業 A 社の申請が可能

GビズIDのアカウントの種類と利用方法

gBizIDアドミン ・組織内の管理者用のアカウントとして、gBizIDプライムが発行
・管理者権限付与のためマイナンバーカードによる簡易な身元確認を実施

パスワード認証
＋

アプリ認証

パスワード認証
のみ

委任手続について
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印鑑登録証明と申請書の郵送で行っていた

本人確認プロセスをマイナンバーカードでオンライン完結

◼ 法人については代表者のマイナンバーカードの情報と商業登記DBの情報を突合することでオンライン申請が可能となり、

最短即日発行が可能。個人事業主についてはマイナンバーカードのみで身元確認し、即時発行可能。

◼ 郵送の場合は、法人は商業登記の印鑑証明と実印を押印した申請書を送付してアカウントを発行。

◼ 2024年8月には、アカウント取得後の代表者情報（改姓・改名・住所変更）の変更もオンラインで出来るようになった。

即時発行可能

手続開始から15分程度

GビズIDプライムの発行プロセス

オンライン申請

最短即日
発行

Gビズ
ID

書類審査で

1週間程度必要

書類郵送申請

Gビズ
ID



6

項 目

基
本
情
報

法人番号／個人事業主管理番号

法人名／屋号

都道府県

市区町村＋番地

代表者氏名／個人事業主氏名

代表者氏名フリガナ／個人事業主氏名フリガナ

代表者生年月日

項 目

ア
カ
ウ
ン
ト
利
用
者
情
報

アカウント利用者氏名

アカウント利用者氏名フリガナ

アカウント利用者生年月日

連絡先郵便番号

都道府県名

市区町村＋番地

マンション名等

会社部署名／部署名

SMS受信用電話番号

連絡先電話番号

アカウントID（メールアドレス)

パスワード

GビズIDの保持するユーザー情報

◼ ユーザーが登録する情報の項目は表のとおり。法人や事業に関する事項については「基本情報」、アカウントを操作する利用者に

ついての情報は「アカウント利用者情報」としている。

◼ 各接続システムに対し、GビズIDはOpenID Connect標準仕様であるuserinfoAPIにて情報を提供する（日本語のみ）

表に掲げるもののほか、userinfoAPIでは、
・「アカウント管理番号」
・「アカウント種別」
・「事業形態（法人/個人事業主の別）」
・「親アカウント（gBizIDプライム）の管理番号」
・「接続可能なRP一覧」を取得することができる
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令和7年度（2025年度）に実施予定の主な取組

新商業登記電子証明書システム
との連携開発

• GビズIDアプリからのリモート署名実現に向け、GビズID側と商業登
記電子証明書システムとの接続試験を実施

法人ベースレジストリとの連携
• 法人の身元確認に必要な登記情報は法人ベースレジストリから取得
に変更（現在は法務省の商業登記DBから取得）

委任機能の改善
• 接続先サービス以下の手続単位での委任を可能（例：Jグランツにお
ける補助金ごとの委任）

• 委任者・受任者双方からの委任情報作成機能の実装

２要素認証機能の拡充
• 現行のスマホアプリ認証に加え、メールワンタイムパスコードによ
る二要素認証を実装（スマホを持たない事業者の利用ニーズから）
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